
ICT活用により
市民と薬局・薬剤師とがつながり合うことができ、
身近に相談出来る地域社会を実現する新サービス

“Pharmatching“
チーム：Pharmatchingしておくれやす☆
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あなたにとって、

薬局・薬剤師の

イメージは？

【出典】厚生労働省：令和元年度薬と健康の週間啓発ポスター



•処方せんと薬の交換場所
（病院の後に行くところ）

•なんだか簡単な仕事のイメージ
（AIに取って代わられそうな…）

市民が思う薬局・薬剤師って？



薬局で…

在宅で…地域で…

現場の薬剤師は、毎日のように

患者さんからの相談を受けています



新型コロナウイルス感染症でも…

薬局入口



情報ギャップのせいで…

研究･教育の町・京都発！
薬学生から提案する新サービスが

市民と薬剤師を繋ぎます

≪サービス名≫

“Pharmatching（ﾌｧｰﾏｯﾁﾝｸﾞ）”



☑位置情報での薬局検索

☑薬剤師の特性検索

☑SNSによる相談機能

クリック！

Pharmatchingとは？



コミュニケーション変化

信頼する薬剤師さんから適切な
アドバイスが受けられる！

薬局での
相談予約が可能！

対面

生活習慣病予防など中期的に
皆さんの健康をサポート！

継続的に
健康サポート！

オン
ライン



☑人材募集について京都府薬剤師会が協力

☑専門家のバックアップは大学・職能団体と連携

☑2020年度にクラウドファンディング実施予定

☑2段階の広報発表を実施

⇒詳細はチラシ裏面をご覧ください

実現にいたるプロセスのポイント



市民協働推進担当

統計解析担当医務衛生課

市民チーム
へのサポート

と連携

薬剤師

医師
薬学生

ITエンジニア



すぐに病院に頼る社会から…

研究・教育のまち

Pharmatchingが促進します！
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